
新たなコンサルティング事業を支える組織能力の強化

INPIT知財総合支援窓口加速的支援レポート

会社名 株式会社石垣
所在地 香川県坂出市
従業員 514名（グループ合計1,011名） 2024年10月1日現在
資本金 1億円
売上高 218億円 (2023年6月）
業 種 ろ過機・脱水機、ポンプ等の製造・販売、上下水道プラント・ポンプ設備の設計・施工

支援を受けてできるようになったこと

今後の事業展開の展望

支援を受けるにあたって掲げた事業上の目標

加速的支援を受けた事業や商材

水インフラと産業
を支える「環境機
械」「ポンプ」「産
業機械」の3つの
主要事業を持ち、
それぞれの事業
において知的財
産に裏打ちされ
た独自技術製品
で高い競争力を
発揮している。

Before

After

Future

◼ 主力商品の商品競争力が高く、脱水機やろ過機を使った固液分離の市場では揺る
ぎない地位を確立しているが、既存市場は他社の参入リスクなど取り巻く環境が厳
しさを増している。企業の持続的発展を図るためにも、業績好調な今こそ新規事業
創出活動が必要と考えていた。

◼ 候補テーマのビジネスモデルを検討した結果、 「水質コンサルティング」「浄水コンサ
ルティング」の事業化方針を立てることができた。ビジネスモデルの構築から始め、
ビッグデータの取扱いや共同研究における契約の重要性、知財戦略の立て方、マー
ケティング・ブランディングの考え方について理解を深めることができた。

◼ 本支援を通じて組織能力（知財力、ブランディング力、契約交渉力）が向上し、今後
は本格的な事業化に向けて体制整備・技術開発が進んでいくことが期待される。

【出典】株式会社石垣ホームページ
https://www.Ishigaki.co.jp/



支援を受けた
事項

支援を通じてできるようになったこと 活用専門家

事業戦略

• フレームワークを活用して、4つの新規事業候補
テーマについてビジネスモデルの検討を行い、その
うちの2つのテーマについて具体的な事業化を計画
できるところまでになった。

知財戦略専門家

開発戦略
• 特許出願や営業活動、実証のために必要となるデー
タを定め、そのための事例創出や実験を行うことが
できた。

知財戦略専門家

知財戦略
• 事業化をバックアップするために重要な特許、権利
の帰属について理解を深め、実際に出願の準備へ
と進めることができた。

知財戦略専門家
弁理士

契 約
• 現場で取得したデータの所有権に関する契約の必
要性、共同開発契約の注意点について理解を深め
ることができた。

知財戦略専門家
産学連携専門家

マーケティング・
ブランディング

• マーケティングを行う際に有効となる「プロポーザ
ル」や「データ集」などの価値を認識できた。

• ペルソナの設定の仕方への理解を深め、ペルソナに
基づく価値訴求方法等を習得することができた。

知財戦略専門家
ブランド専門家

加速的支援を通じて受けた支援と支援を通じてできるようになったこと

取り組んだ課題 課題に取り組んだ背景・理由

事業戦略

◼ 新規事業創出を行う過程で、適切なビジネスモデルを策定し、適切な事業戦略及び

事業計画を策定することが必要である。その際、フレームワークを十分に活用できる

ケイパビリティを高めることが有効である。

開発戦略

◼ 新規創出事業分野で競争優位の状態を作るために、適切な開発戦略を策定するこ

とが必要である。その際、固液分離に関する用途開発及びそれに付加する技術に関

するアイデアのリスト化が必要である。

知財戦略

◼ 新規創出事業分野で競争優位性を作るために、知財戦略の策定が必要である。

◼ 開発戦略を実施する過程で創出される知的財産についての着実な出願・権利化を

行うことが必要である。

契 約
◼ 新規事業創出を行う過程で、共同研究・共同開発相手のお客様・企業様・大学等、及

び、種々の相手方企業様等との間で適切な契約を締結していくことが必要である。

マーケティング・
ブランディング

◼ 新規事業創出を行う過程で、マーケティング・ブランディングを適切に実施すること

が必要である。その際、マーケットニーズの調査、分析を行うことも必要である。

加速的支援を実施するにあたって整理した課題

支援チーム紹介

リーダー専門家：知財戦略専門家 土岐 元幸
活用専門家：知財戦略専門家、弁理士、産学連携専門家、ブランド専門家
知財総合支援窓口担当者：香川県知財総合支援窓口 重田 賢一、辰野 勇
PO（プログラムオフィサー）：松尾 誠剛
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